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P − 215　　 母体血 中の胎児 赤芽球を回収 ・同定す

る方法の 基礎的検討

P − −216　　 レク チ ン 親和電気泳動法を用い た羊水，

母体血 ，臍帯［虹中 α
一
フ ェ トプロ テイン の糖鎖解析
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【目的】近年、非侵襲的な出生前診断と して妊婦

末梢血中を循環する 極微量の胎児由来細胞を分離

し、得 られた細胞か ら胎児の遺伝情報を得よ うと

する試みが行われ て い る 。 しか し、こ れ らの 細胞

を効率的で確実に回収する方法は確立 され て い な

い 。 そこ で 、胎児 由来細胞の 中 で 比較的高率に存

在するとされ る赤芽球に着 目し 、 それ らを回収、

同定す る方法の 開発を 目的として、臍帯血および

母体血を用い た基礎的検討を行 っ た。　【方法】正

常妊娠例の 瞬帯血 を分娩時に 、また正 常妊娠母体

血 を 妊 娠20週 前後で 4 例つ つ 3ml採取 し、それ

ぞれ ヘ パ リ ン添加の後、比重遠心法を用い て 有核

細胞層を分離 した 。 また赤芽球系 の 細胞表面 マ
ー

カ
ー

で あ るCD36 と全赤血球系の 細胞表面 マ
ーカ

ー
で あ る GlycopholinA（GA ） に対す る抗体 をそれ

ぞれ FITCとPE で ラベ ル した 。 分離 した細胞を 1×

106 個ず つ に分け、それ に両ラベ ル化抗体 を反応

させ てflowcytometry（FCIvDで解析 した 。 さ らに両

抗体陽性の細胞群をFCM で sorting し、得 られた分

画か らcytospin −smear 〔CS）を作成した。胎児赤芽球

の 同定の ため、これ らを形態学的に 判定す ると と

も に 、ヘモグロピ 冫Fに対する抗体（抗fetai　hemoglobin

抗体〔UCH γ ）｝を用い ABC 法（avidin −biotinylated

enayme 　complex ）で 染 色した。　【成績】FCM に よ る

瞬帯血中の 両抗体陽性細胞率は60、4± 10．3％ であ

り．母体血中で は43 土 2．2％ で あ っ た。い つれ の

α3．ヒの 有核細胞中に も、形態学的に 、また UCH γ

で 染色す る こ とによ り、胎 児赤芽球細胞が存在す

る こ とが確認された。　【結論】本法が母体血中の

胎児細胞を 回収 ・同定する の に効率的 で 信頼性の

高 い 方法で あ る こ とが確 認 され 、母体血液を用 い

て の 出生前診断の可能性が示され た。

【目的】今 日，産科領域で は母体血 中 ・羊水 中 α
一

フ ェ トプ ロ テ イ ン（AFP ）の測定が診断上有用 とさ

れ て い る我 々 は レ ク チ ン を用 い た母 体血中 ・羊

水 中AFP の 糖鎖構造解析に つ い て 報告 を行 っ て き

た が今 回 ， 臍帯血 中AFP の 糖鎖構造解析 を追加 し

比較検討 した．

【方法】妊娠6〜40週 の 流産時 ・羊水穿刺時 ・臍帯

穿刺時 ・分娩時 に得られ た母体血 ・臍帯血 ・
羊水

に つ い て ，コ ン カナバ リ ン A1 ．Omg／ml ・レ ン ズ マ

メ レ ク チ ン 0．2mg／ml ・赤血球凝集性 イ ン ゲ ン マ

メ レ ク チ ン 0．3mg ／ml お よ び カ ブ トム シ幼虫 レ ク

チ ン 0．3mg ／ml を用 い た レ ク チ ン 親和電気泳動法

に よ りAFP を分離 し抗体親和転写法に よ り検出 し

た．AFP バ ン ドはデ ン シ トメ ト リ
ーに よ っ て 定量

し
，
Taketaらの 方法に よ り命名 した．

【成績】妊娠初期の 羊水 で は，AFP −L2 ・AFP −Pl ・

AFP −P3f・AFP −A1 ・AFP −Als の 出 現 お よびAFP −

C1 ・AFP −P5の 割合 の増加を認めた．母体血 ・臍帯

血で はAFP −C1 ・AFP −P5の 割合が低 く，
AFP −L2 ・

AFP −P1 ・AFP −P3f ・AFP −Aユ・AFP −Alsは 認 め な

か っ たが，妊娠週数が 進む に 従 い AFP −C1 ・AFP −

P5の割合が低
’
ドし妊娠末期に は 三 者は ほ ぼ同 じパ

タ
ー

ン を示 した．

【結論】母体血 ・臍帯血 ・羊水 中AFP は妊娠末期

に は ほ ぼ 同一構造 とな るが，妊娠初期で は異 なる

構造を とる．特 に羊水 中AFP の 糖鎖構造 は ，母体

血 ・臍帯血 とは著 し く異 な っ て い た．母体血 中

AFP と臍帯血中AFP で はAFP −C1の 割合 の わずか

な相違を除 い て は ほぼ同一で あ り胎盤 を介して の

移行が示唆 され た．従 っ て
，母体血 か ら胎児の AFP

糖鎖の 分化状態を推測で きる可能性が示唆された．
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